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ネクストのこと、就労継続支援事業所のこと、知ってください！ 

７月 21日、県立西脇北高校の教職員、保護者等を対象
とした就職説明会に講師としてお招きいただき、A型、B型

事業所の説明とネクストの活動の紹介をさせていただきまし

た。このような試みは初めてでしたが、皆さん熱心に耳を傾

けてくださり、意義のある時間となりました。 

西脇北高校は県立の定時制高校ですが、中には障害者手帳

をお持ちの生徒さんや、取得を検討されている保護者もいら

っしゃるとお聞きしました。そのような場合は、進路として

一般企業の障がい者枠をまず念頭に置かれるとお聞きまし

た。今回は就労継続支援 A 型事業所や、障がいの特性によっては B 型事業所の福祉的就労も選択肢としてあ

ってもいいのではないかという視点からお話をさせていただき、保護者の方も先生方もお知りになりたいであ

ろう、「一般企業、就労継続支援 A 型、B 型事業所の相違点」
を簡潔な表にしたものをご覧いただき、詳しく説明をさせていただきま

した。 

一般就労できることは素晴らしいですし、最終目的をそこに据えるべ

き生徒さんもいらっしゃると思います。ただ、一般就労が A型事業
所に比べて、賃金的・福利厚生的に条件が良いとは限らない、
ということもまた事実なのです。そしてこのようなケースもあります。 

今年の 4月、特別支援学校を卒業された方がネクストに入所されました。しっかりお話ができ、作業もてき

ぱきとできる方でしたが、この方は在学時に一般就労の内定をいただいておられたそうです。ただ本人が、い

きなり一般就労をすることに不安があり、一旦 A 型事業所で訓練し、社会生活も身に付けてからということ

で入所されたという経緯がありました。 

卒業後に一般就労され、戸惑われたというお話は良くお聞きします。「学校→福祉的就労→一般就労」
という選択肢もお持ちいただきたいと常日頃から感じていま
す。そして企業には、人材確保の際に就労継続支援事業所という

存在も念頭に置いていただき、事業所にも足をお運びいただき、

利用者さんの頑張る姿をご覧いただく機会があればいいなと思い

ます。 

この度の北高校の先生方や、支援学校の先生方も、就労継続支

援事業所に興味を持ってくださり、説明を熱心に聞いてください

ます。「学校→福祉的就労→一般就労」の流れを大きくするため、

これからも説明会での発表などに力を注ぎたいと思った１日でした。 


